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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

注注注 ソニックブームやフォームマーカーよりも先にこのキットを取り付けてください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

警警警告告告
こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱
いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええ
ばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適
切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、そそそののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ににに
従従従っっっててて3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認ししし、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににつつつ
いいいてててそそそれれれぞぞぞれれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作ををを行行行うううこここととと。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – ブームアセンブリを取り外します。

ボルト3/8 x 1インチ 2
ナット3/8 インチ 2
センターブームエクステンション 1
右ブームホース 1
ノズル取り付けブラケット 1
ナット5/16 インチ 1
ホース232mm 2

2

リベット 2

センターブームエクステンションを取り付
けます。

キャリッジボルト1/2 x 1-1/4 インチ 4
ロックナット1/2 インチ 4
取り付けプレート 1
チャネルスティフナ 1
油圧ホース 4

3
給液ホース 2

ブームアセンブリを機体に取り付けます。

1
ブブブーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ウウウイイインンングググブブブーーームムムををを取取取りりり外外外すすす

注注注廃棄するように明記されていない限り、外したボ
ルト・ナット類はすべて延長キットの取り付けに利
用しますから捨てないでください。

警警警告告告
重重重量量量物物物ののの吊吊吊りりり上上上げげげははは危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業でででああありりり、、、最最最
悪悪悪ののの場場場合合合ははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを招招招くくく。。。

重重重量量量のののあああるるる装装装置置置やややアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを吊吊吊りりり上上上げげげるるる
持持持ちちち上上上げげげるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそれれれににに適適適しししたたた装装装置置置ををを
用用用いいい、、、チチチェェェーーーンンンなななどどどででで確確確実実実ににに吊吊吊るるるこここととと。。。

1. ブームを散布位置にセットする。

2. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポ
ンプとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

3. リフトなどを使ってブームを支える。

4. 機体の右側、タンクの後ろで、ホースフィッ
ティング3個を固定しているフォークを抜い
て、ホースフィッティングを個別ブーム用バ
ルブから外す図 1。

図図図 1

1. フォーク 3. ホースのフィッティング

2. 個別ブームバルブマニホ
ルド
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5. 左右のブームに取り付けられている2本のホー
スのクランプをゆるめてホースを外す 図 2。

注注注 ホースは廃棄、ホースクランプとフィッ
ティングは保管してください。

図図図 2

1. ホース 2. ホースクランプ

6. バルブ昇降バルブアセンブリと油圧シリンダ
から油圧ホース4本を外す。

注注注 油圧ホースは廃棄してください。

7. ピボットピンをブームアセンブリに固定して
いるボルトとナットを取り外す図 3。
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図図図 3

1. ピボットピン 4. ナイロン製ブッシュ

2. ボルト 5. ピボットブラケット

3. ナット

8. ピボットピンを取り外す図 3。

9. センターフレームからブーム&ピボットブラ
ケットアセンブリを取り外す。

10. 左側のウイングブームについても、79の手順
を行う。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす

センターブームアセンブリを取り外します。

1. スティフナプレートとシリンダ取り付けプ
レートを外す図 4。

注注注 スティフナプレートは廃棄してください。

図図図 4

1. キャリッジボルト 3. スティフナプレート

2. シリンダ取り付けプレート 4. ロックナット

2. シリンダ取り付けプレートからバルブマウン
トを外す図 5。

図図図 5

1. ナット 3. ボルト

2. バルブマウント 4. シリンダ取り付けプレート
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3. シリンダ取り付けプレートから油圧シリンダ
を外す図 6。

注注注 シリンダ取り付けプレートは廃棄してくだ
さい。

図図図 6
前から見た図

1. ボルト 3. ピボットピン

2. 油圧シリンダ 4. ナット

4. T字フィッティングと周囲のホースを外す図
7。

図図図 7

1. ホース 2. T字フィッティング

5. 取り付けブラケットが固定されている穴に印
をつける図 8。

図図図 8

1. ボルト 3. 取り付けブラケット

2. ナット

6. 両方の取り付けブラケットからナット2個と
ボルト2本を外し、機体からブームアセンブリ
を外す図 8。

7. ブームアセンブリを外した状態で、取り付け
ブラケット2つを取り外す図 9。

図図図 9
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2
セセセンンンタタターーーブブブーーームムムエエエクククススステテテンンンシシショョョンンン
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト3/8 x 1インチ

2 ナット3/8 インチ

1 センターブームエクステンション

1 右ブームホース

1 ノズル取り付けブラケット

1 ナット5/16 インチ

2 ホース232mm

2 リベット

手手手順順順

1. ボルト2本とナット2個を外してセンターブー
ムを2つに分割する。外したボルト・ナットは
保管する図 10。

図図図 10

1. ボルト 2. ナット

2. ナット3/8インチ2個、ボルト3/8 x 1インチ2
本と、ステップ 1で外したボルト・ナットを使
用して、2分割したブームの間にセンターブー
ムエクステンションを取り付ける。

3. マウントプレートとチャネルスティフナを取
り付けるキャリッジボルト4本、ロックナッ
ト4個と、先に外したキャリッジボルト2本と
ロックナット2個を使用する図 11。

図図図 11

1. キャリッジボルト 3. プレートマウント

2. ロックナット 4. チャネルスティフナ

4. ブラケットを取り付ける先ほどブラケットを
外したときのボルト類を使用して 図 12のよう
に取り付ける。

注注注 取り付けブラケットは、以前とは反対の
側に取り付けます。

図図図 12

1. ボルト 3. ナット

2. 取り付けブラケット
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5. 右側ブーム用ホースを、センターブームエク
ステンションのダブルタレットのボディと、
右側のシングルタレットのボディに取り付け
る図 13。

図図図 13

1. ホース232mm 4. T字フィッティング

2. 右ブームホース 5. ダブルタレットボディ

3. 左側シングルタレットボディ 6. 右側シングルタレットボディ

6. 先ほど外したT字フィッティングと残りのホー
ス232mm2本を取り付ける図 13。

3
ブブブーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを機機機体体体ににに取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 キャリッジボルト1/2 x 1-1/4 インチ

4 ロックナット1/2 インチ

1 取り付けプレート

1 チャネルスティフナ

4 油圧ホース

2 給液ホース

手手手順順順

1. 機体のマーキングの所にブラケットを取り付
けるもともとのボルト類を再使用する。

2. 油圧シリンダとバルブマウントを取り付け
るもともとのボルト類を再使用する図 14。

図図図 14

1. 左側油圧シリンダ 4. バルブマウント

2. ピボットピン 5. ボルト

3. ナット

3. 油圧ホースを取り付ける図 15。

注注注 伸長側ポートに取り付けてあるホースを、
バルブアセンブリの C1ポートと C3ポート に
接続します。収縮側ポートのホースは C2ポー
トと C4ポートに接続します。

注注注 全部のフィッティングが適切に締め付け
られており、オイル漏れがないことを確認し
てください。

図図図 15

1. ホース伸長側ポートに接続 2. ホース収縮側ポートに接続

4. ウイングブーム用のピンのプラスチック製
ブッシュを交換する。

5. ピンにNo.2リチウム系汎用グリスを塗布する。

6. ウイングブームを取り付ける図 3を参照。
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7. ホースフィッティングのOリングに磨耗や破損
がないか点検し、必要に応じて交換する。

注注注 交換するOリングには必ずグリスを塗って
ください。

8. ホースクランプを使って新しい給液ホース2
本を左右のブームに取り付ける図 2を参照。

9. 個別ブームバルブにホースを取り付ける図 1
を参照。

10. センターブームの字フィッティングに、セン
ターブーム用ホースを接続する。
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